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平成２４年度 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

第 1回 地域福祉部会 

 

日 時：平成２５年３月１３日（水） 午後６時３０分～午後７時２５分 

 

場 所：北広島市福祉センター ２階 講座室 

 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会委員 

 出席者：石川委員 （部会長） 

川島委員 （職務代理者） 

     鈴木委員  

     能登原委員  

     大川委員  

 上井委員  

中田委員 

     

◇事務局 

    木下保健福祉部長 

    及川健康推進課長 

    土居福祉課主査 

    坂井健康推進課主査 

    影久健康推進課主査 

    佐々木福祉課主任 

     

◇傍聴者 なし 

 

 

 

≪議事概要≫ 

 

１ 開会 

 

２ 部会長挨拶 

  

議事概要 
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３ 議事 協議事項 

（1）第 3期地域福祉計画の進捗状況について 

 事務局：第 3期地域福祉計画の進捗状況について説明。 

 

 委 員：資料 12ページの市営住宅の建替にユニバーサルデザインの採用とあるが、バリアフリー

ではなく、自由に設計してよいということか。 

事務局：設計は市の建築課などで行っているが、ユニバーサルデザインの考え方を反映した設計に

なっている。 

部会長：バリアフリーは、障がい者について障壁を取り除くということだが、ユニバーサルデザイ

ンは、たとえば高齢者、妊婦なども含め誰もが使いやすいものとして、総合的に検討した

もので、バリアフリーよりももっと進んだものであると言われている。 

委 員：住む人の好きなように間取り等を変えられるということではないということか。 

 部会長：間取り等を自由に変えられるということではない。 

 

部会長：４点ほど確認したい。 

① 資料 5ページの地域福祉コーディネーターの育成について、検討中ということだが、現

段階でどのようになっているか。 

② 資料 6ページの日常生活自立支援事業について、実施主体は現在は都道府県社協又は政

令指定都市社協であり、これを市町村社協に移そうという話があるが、市としてどのように

考えているか。 

③ 同じく資料 6ページの成年後見人制度について、各所で市民後見人の養成が行われてい

るが、北広島市では養成を行っているか。 

④ 資料 10ページの（仮称）公益活動センターについては、どのようなものを整備する予定

なのか。 

事務局：①の市社協の職員が地域のコーディネートをしている状況もあり、地域福祉コーディネー

ターを育成するというところまでは進んでいない。 

    ②の日常生活自立支援事業の実施主体の件については、市として特段検討などは行ってい

ない。 

③の市民後見人の養成については、当市では現在は行っていない。高齢者支援課で検討を

行っていると聞いている。 

④の（仮称）公益活動センターは、企画財政部で数年前から検討をしているが、どのよう

なものになるかという、はっきりとした計画は、まだできていない。 

 

委 員：資料の 14ページ、災害時声かけ支援について、民生委員児童委員がやるというよりも、

町内会長かそれに準じる人に渡してもらったほうがよい。 

事務局：民生委員児童委員の通常の業務の中で日ごろからの声掛け、見守りがあり、普段から気を

つけてもらうということも含めて、民生委員児童委員には引き続き名簿を提供していきた

い。個人情報管理の面から、町内会については自主防災組織のある町内会のみに情報提供

することになっている。 
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委 員：災害時には民生委員児童委員だけ対応するのは困難である。民生委員児童委員と自主防衛

組織とでタイアップしていかなければならないと考える。 

 

（2）健康づくり計画の進捗状況について 

事務局：健康づくり計画の進捗状況について説明。 

 

 委 員：学校等で行うフッ化物洗口の事業はどうなっているのか。 

 事務局：道では研修会等を行っているが、実施については、学校側の関係等から実施に至っていな

い状況である。重要性については十分に認識しているので、検討していきたい。 

委 員：安全性については、全世界的に認められているので検討してほしい。幼稚園で一部実施し

ている。 

事務局：市内の一部の幼稚園で実施していることは把握している。検討していく。 

 

 委 員：ウォーキングマップの改訂版は完成したのか。 

 事務局：今月完成し、4月中旬から配布予定である。 

  委 員：ウォーキングマップの基準は。 

事務局：あまり車の通らない安全な道や、公園や遊歩道などを利用する 12コースを選定した。 

委 員：冬のウォーキングも考えているのか。 

事務局：今回の改訂版は、春から秋のウォーキングを対象としている。冬の路面状況などは掲載し

ていない。 

 

委 員：エキノコックス症検診の状況はどうか。 

事務局：3年前までは、市内 4か所の会場で実施してきた。受診者は年 30～40 人程度であった。

その後、北海道対がん協会に委託し実施している。受診者は年 170～200人となり、市内で

陽性者はここ数年出ていない。 

 

委 員：特定健診の受診率は多少向上しているが、大きく伸びていないのでないか。 

事務局：いろいろとＰＲしているが、なかなか受診率は伸びていない。特定検診に沿った内容をか

かりつけ医で検査している場合は、かかりつけ医のデータを使って受診者としてカウントす

るということも行っている。 

 

４ その他 

  特になし 

 

５ 閉会 

 


